
 

保 体 第 1346号 

令和４年５月26日 

各県立学校長 様 

 

保 健 体 育 課 長  

特別支援教育課長  

 

 

「学校生活における児童生徒等のマスクの着用について」及び「マスクの着

用に関するリーフレットについて」について（通知） 

 

 

このことについて、別添のとおり令和４年５月24日及び同年５月25日付けで文部科学省初

等中等教育局健康教育・食育課から事務連絡がありました。 

マスクの着用については、「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ

ニュアル」の記載やその取扱いの趣旨についての変更はありませんが、改めてマスク着用の

考え方の明確化及び夏季を迎えるに当たって、マスクの着用が不要な具体的な場面が示され

ましたので、教職員が児童・生徒等へ適切に指導及び対応ができるよう十分に周知するとと

もに、これらについて保護者、児童生徒等へ丁寧に説明するよう、お願いします。 

マスク着用に係る具体的な場面を別紙に取りまとめましたので、参考にしてください。 

また、マスク着用に関するリーフレットについては、保護者、児童・生徒等への周知の際

に御活用ください。 

 

 

 

問合せ先 

【高等学校・中等教育学校の保健管理に関すること】 

保健体育課 

保健安全グループ 岡本、菅沼 

電話 045-210-1111（内線8310） 

【特別支援学校活動の保健管理に関すること】 

特別支援教育課 

教育指導グループ 山田、荒井 

電話 045-210-8276（直通） 



学校におけるマスク着用の考え方及び幼児の取扱いについて

身体的距離(２m以上目安）が確保できる 身体的距離が確保できない

屋内 屋外 屋内 屋外

会話を行う
適切な着用を指導

着用の必要はない
適切な着用を指導 適切な着用を指導

会話をほとんど行わ
ない

着用の必要はない
着用の必要はない

適切な着用を指導 着用の必要はない

【具体例１】教室内で行う通常の授業については、身体的距離の確保が困難であり、また、仮に身体的距離を確保できた場合でも、

対話を行うため、マスクの適切な着用を指導。

【具体例２】個人で行う読書や調べたり考えたりする学習等。（ただし、十分な換気を実施。）

【具体例３】離れて行う運動や移動、鬼ごっこ等の密にならない外遊び等。

【具体例４】公共交通機関を利用しての登下校等。

【具体例５】集団や友人との登下校等。

【具体例６】自然観察や写生活動等の教育活動、一人で徒歩、自転車での登下校。

具体例１
具体例３

具体例２

具体例１

具体例４

具体例５

別紙

●体育の授業や運動部活動は、屋外の運動場に限らず、マスクの着用は必要ない。

※十分な身体的距離が取れない状況で、十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症になるリスクがない場合には、適切なマス

クの着用を指導。

※運動部活動において接触を伴う活動場面は、各競技団体が作成するガイドライン等を確認。

※活動中以外の練習場所や更衣室等、食事や集団での移動を行う場面は、状況に応じてマスク着用を含めた感染対策を徹底。

●気温・湿度や暑さ指数（WBGT)が高い日には、熱中症などの健康被害が発生するおそれがあるため、マスクを外すよう指導。

※熱中症対策を講じた上で、様々な理由からマスク着用を希望する児童生徒等に対して適切な配慮が必要。

●２歳以上の小学校就学前の幼児には、マスクの着用を一律には求めず、無理に着用させない。

【次の場合は、上記にかかわらずマスクの着用は必要としない】

具体例６











 アドバイザリーボードで示された専門家の考え方（5/19）も踏まえ、以下のように対応する。

基本的な感染対策としてのマスク着用の位置づけは変更しない

身体的距離が確保できないが、会話をほとんど行わない場合のマスク着用の考え方を明確化

就学前の児童（２歳以上）のマスク着用について、オミクロン株対策以前の取扱いに戻す

 引き続き、マスク着用を含めた基本的な感染対策（手指衛生や換気など）を徹底していただくととも
に、こうしたマスク着用に関する考え方は、リーフレット等を作成し、丁寧に周知・広報を行う。

マスク着用の考え方及び就学前児の取扱いについて

身体的距離（※）が確保できる
※２ｍ以上を目安

身体的距離が確保できない

屋 内（注） 屋 外 屋 内（注） 屋 外

会話を行う
着用を推奨する

（十分な換気など感染防止
対策を講じている場合は

外すことも可）

着用の必要はない 着用を推奨する 着用を推奨する

会話をほとんど
行わない

着用の必要はない 着用の必要はない 着用を推奨する 着用の必要はない

※夏場については、熱中症防止の観点から、屋外の「着用の必要はない」場面で、マスクを外すことを推奨。

※お年寄りと会う時や病院に行く時などハイリスク者と接する場合にはマスクを着用する。

１．マスク着用の考え方

○ ２歳未満（乳幼児）は、引き続き、マスク着用は奨めない。

○ ２歳以上は、以下のとおり、オミクロン株対策以前の新型コロナウイルス対策の取扱いに戻す。

｢保育所等では、個々の発達の状況や体調等を踏まえる必要があることから、他者との身体的距離にか
かわらず、マスク着用を一律には求めない。なお、施設内に感染者が生じている場合などにおいて、
施設管理者等の判断により、可能な範囲で、マスクの着用を求めることは考えられる」

（注）２歳以上については、本年２月の基本的対処方針の改訂時に、オミクロン株の特徴を踏まえた対応とし「保育所等では、発育状況
等からマスクの着⽤が無理なく可能と判断される児童については、可能な範囲で、⼀時的に、マスク着⽤を奨める」としていた。

2．小学校就学前の児童のマスク着用について

事例①
・ランニングなど離れて行う運動
・鬼ごっこなど密にならない外遊び

事例②
・徒歩での通勤など、屋外で人とすれ違うような場合

事例③
・通勤電車の中

事例①

事例②

（注）外気の流入が妨げられる、建物の中、地下街、公共交通機関の中など

事例③





子どものマスク着用について
人との距離（2ｍ以上を目安）が確保できる場合
においては、マスクを着用する必要はありません。
また、就学前のお子さんについては、
マスク着用を一律には求めていません。

新型コロナウイルス
感染症予防のために
（厚生労働省HP）

就学児について

就学前児について

・人との距離が確保できる場合
・人との距離が確保できなくても、
会話をほとんど行わないような場合

＜例＞離れて行う運動や移動、

鬼ごっこなど密にならない外遊び

＜例＞屋外で行う教育活動（自然観察・写生活動等）

・人との距離が確保でき、
会話をほとんど行わないような場合

＜例＞個人で行う読書や調べたり考えたりする学習

屋外

学校生活 屋外の運動場に限らず、
プールや屋内の体育館等を含め、体育の授業や運動部活動、登下校の際
※運動部活動において接触を伴う活動を行う場合には、各競技団体が作成するガイドライン等を確認しましょう

※活動中以外の練習場所や更衣室等、食事や集団での移動を行う場合は、状況に応じて、マスク着用を含めた感染対策を徹

底しましょう

マスクの着用は推奨しません。

他者との距離にかかわらず、マスク着用を一律には求めて

いません。マスクを着用する場合は、保護者や周りの

大人が子どもの体調に十分注意した上で着用しましょう。

2歳未満

2歳以上の就学前の子ども

▶夏場は、熱中症防止の観点から、マスクが必要ない場面では、

マスクを外すことを推奨します。

▶ マスクを着用しない場合であっても引き続き、手洗い、

「密」の回避等の基本的な感染対策を継続しましょう。

※その他地域の状況に応じて、講じられている対策がある場合、それを踏まえ対応をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策

目安
2m
以上

保育所・認定こども園・幼稚園等の

高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。

マスク着用の必要がない場面

屋内

（小学校から高校段階）

新型コロナウイルスに関連した感

染症対策に関する対応について：

幼小中高・特別支援学校に関する情報

（文部科学省HP）


